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介護とは『その方に寄り添うこと』であることを実践しております。そして介護の先
生は、介護させていただいている一人ひとりの方達と捉えています。介護させてもら
うのに一人ひとりに寄り添わないと見えてきません。寄り添うことで、どうしたいの
か、どうしてほしいのか、どう介護されたいのか等々の思いを、答えを教えて下さる
のです。そして『安心できる居場所づくり』をすることだと思います。利用者一人一
人の居心地の良い場所って何だろう』と常に意識しながら寄り添っていきたいと考え
ています。

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

56 ～ 68

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

15 ～ 22

自己評価項目

 1 ～ 14

23 ～ 35
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【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日
1474200324

平成16年6月1日

グループホームえがお

□

Ⅴ アウトカム項目

現在、事業所は、小田急線と相鉄線の海老名駅からバスで１５分、「杉久保」バス
停下車徒歩２分の住宅地内にあります。一般家屋を改修し１ユニット９名です。平
成２８年３月にＪＲ門沢橋駅近くに新築移転の予定です。
＜優れている点＞
ホームでは、利用者や職員のゆったりとした会話に交えて笑い声も絶え間なく、共
に過ごす信頼に満ちた豊かな空間をホーム全員で共有しています。「認知症介護」
における職員の認識は、今までの職員の経験や資格に留まらず、それぞれ異なる症
状の利用者から、人としてのあり方や介護の接し方、見方などを教わる先生とし
て、日々利用者から学び実践しています。また、これで充分だという介護ではな
く、職員の五感を充分に活用し、利用者それぞれの最善の暮らしが何かを模索し、
人として当たり前で普通の生活を援助する共同生活の場として捉えています。
地域交流の場として「えがお祭り」を毎年開催し、手作り作品や食べ物、地場産野
菜などを販売するバザーを行っています。テントはコミュニティーセンターなどか
ら借り、食券も作っています。今回は、バザーの収益で江ノ島の水族館へ全員で出
掛けています。また、利用者の意向に沿うような外出プランも実行しています。
＜工夫点＞
利用者の趣味、興味なども把握した工夫が、居室や共同の空間に見られます。食堂
には「役割分担表」があり、それぞれのできる事を担いながら生活をしています。
管理者は、「個性を敬い、ホームの生活に大切な人」と言う考えから、毎年、一人
ひとりに感謝状を贈って居室に掲げています。

）

評価項目の領域

登録定員

平成27年12月11日
評 価 結 果
市町村受理日

ﾕﾆｯﾄ数

宿泊定員
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評  価  機  関
評 価 決 定 日

特定非営利活動法人グリーンハウスえがお

平成16年6月3日

平成28年3月1日

指 定 年 月 日

小規模多機能型居宅介護
サービス種別

定　 員　 等

認知症対応型共同生活介護
定員　計

http://www.wam.go.jp/wamappl/hyoka/003hyoka/hyokanri.nsf/pSearch3?Open

平成28年3月17日
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

 事業所名 グループホームえがお

 ユニット名

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホーム　えがお

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

年度初めのミーティング時に、理念を
確認し介護に対する想いと利用者への
関りについて共有してます。それを踏
まえて職員自身の今年度に向けて利用
者への関りと取り組みについて発表し
あいそこから目標に繋げています。

運営理念は、４月の定例会で管理者と
職員は振り返りをして、意識の統一を
図り方向性を確認しています。「介護
の先生はご利用者」との視点と、職員
の意見交換に基づいて、具体的な目標
を掲げ共有して支援に取り組んでいま
す。

散歩や週２回の買い物、市民音楽祭へ
の参加等等で認知症への理解は少なか
らず深められていると思います。えが
お便りを年２回発行し自治会の回覧板
に入れてもらうことでえがおの様子を
発信しています。

地域行事への参加だけでなく、えがお
祭り（バザー）を行い事業所側からも
交流の場を作っています。買い物や散
歩時等に野菜を購入したりする中で会
話を楽しんだり、季節の花や野菜を頂
いたりと日常生活の中でも交流する機
会をもっています。

地域へは、年２回自治会の回覧板に
「えがお便り」を出し、地域交流や事
業所の活動など生き生きとした生活の
場を写真で紹介しています。散歩時に
地場農産物を買ったり、防災訓練時や
バザーの物品の募集など地域の人の協
力を得て賑やかに開催できています。

生活保護受給者の方の利用もあること
から、利用者の様子、行事等の取り組
みの報告等の情報交換を実施していま
す。認知症状が重度化した方について
の今後について市、家族と何回か話し
合いを持ちその方に沿った対応をしま
した。

市とは事業所報告の他に、症状が重度
化した利用者の相談などで連携をし、
利用者や家族にとって最善の支援とな
るように努めています。病院へ入院し
た利用者の元へ、他の利用者が面会に
行っています。

『えがお』の年間の取り組み等を報告して
ます。１０月の会議はえがお祭りと同日に
開催し場所が１階のリビングであったこと
から、利用者が何事かと続々と集まられ一
緒にお茶を飲みながらの和気藹々と出来利
用者の表情がとても自然体でよいとの言葉
を頂いています。

運営推進会議は年３回、自治会長や民
生委員、市、地域包括センターなどの
参加で開催しています。海老名市内の
同一運営法人のグリーンハウスと合同
で開催し、事業報告をしています。

「グループホームえがお」は
地域の中の一員です。地域の
人や利用者・家族の意見交換
をしながら、豊かな生活の場
として、安心して暮らせる地
域の拠点になるよう期待しま
す。

株式会社フィールズ



グループホーム　えがお

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

圧迫痕、打撲痕等はどのように出来た
のか確認し合い、介助する時の手の位
置、転倒防止等の介護の仕方等の意見
交換をしています。介護する中で気に
なる声賭けは其の都度声を掛け合うよ
うに話し合い声賭けには、耳元で静か
に話しかけるように対応しています。

職員は『高齢者の権利擁護に関する研
修』（身体拘束、虐待)を受講しミィー
テング時に二次研修を行い弊害の意識
統一を図っています。玄関などの施錠
は身体拘束と認識しており、自由に外
に出ることが出来ます。

年１回の職員研修は、数年の介護経験
者が受講した後、定例会で内部研修を
実施し共有しています。日常のケアの
中で互いに研鑽しながら支援に努めて
います。職員は利用者の行動問題を把
握し、その対応などを検討して支援に
努め、玄関の施錠は行なっていませ
ん。

利用者家族、本人の入所に対する不
安、自責の念、葛藤等の思いをしっか
りと受け止める事、受け入れる職員も
其の思いを共有し双方が納得した形で
入所できるように努めています。

成年後見制度を利用され後見人さんが
付いています。身の回りのことにとて
も気遣いされています。日々の生活の
中で、本人の様子からまた要望を確認
し後見人さんに情報を伝達してます。
それを受け本人を交えて話し合い確認
して支援活用に生かしています。

年１回の家族会で出された意見や要望
を月１回のミィーテングで全職員に周
知すること、意見の言える利用者には
運営推進会議に参加して頂き、介護に
ついての思い、自身の想いを発言して
もらい日々の介護のあり方について生
かしています。

利用者が、重度化や終末期などで「え
がお」を退所する場合について、家族
の不安を捉え、在所している時から、
特養ホームへの申し込みを提案して安
心に繋げています。救急車を要請する
時は家族に確認の電話を入れて対応し
ています。

株式会社フィールズ



グループホーム　えがお

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

月１回のミィーテング等で意見交換を
しています。必要に応じて個人面談を
実施しています。

年間の月別行事内容や、運営上の担当
内容ついて役割担当表を作成していま
す。毎月の定例会で意見や提案、ケー
ス事例について原因の把握やなぜその
ような行動になったかを話し合い、職
員の対応について検討し共有していま
す。

研修等の情報を職員が興味を持ち意欲
を高めるために目に付く所に掲示して
います。県主催の介護基本講座は、順
番に受講しており、受講した内容、学
んだことをミィーテング時に報告して
もらい全職員に共有する場（２次研
修）を実施しています。

月１回の定例会でお互いの情報交換を
しています。職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し職員の希望に添える
ように事務方に進言しています。

利用初日に２階にある自室に行くために階
段をぜーぜーしながら上っていた利用者
が、日にちを重ねるうちに表情が明るくな
りいつの間にかぜーぜーが気にならなく
なっていた。利用者同士の安心を確保する
ための関係づくりと日常生活が評価された
と実感しています。

管理者は、２か月ごとに開催されてる
ケアマネ連絡会に参加することで、現
状を取り巻く問題点等の意見交換をし
たり、質を高めるための研修の実施等
おこなっています。同列のホームと
は、月１回交流会を行い利用者、職員
同士の交流を図っています。

株式会社フィールズ



グループホーム　えがお

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

すぐ利用したいのか、今後利用したい
のか、そもそもグループホームとは何
なのか等等、相談内容を見極め本人が
必要としてる情報を提供したり支援を
しています。

サービスを開始するまえから、迷惑を
かけるんではないかと体調を心配し利
用を躊躇されていた家族が、体験入所
の段階で、生き生きとした顔つきに変
わってみるみる元気になる様子に『こ
こに来て良かった』とのお言葉をいた
だけた事に『えがお』の日常生活と役
割分担等の取り組みを評価していただ
いたと思っております。

年３回の大きなイベント時は、会場設
営、盛り付け、片付け等を家族に手
伝ってもらったり楽しいこと（いちご
摘み、紅葉狩り等）の企画時は参加の
声をかけたり、面会時は、皆の輪に
入って頂き他利用者との交流を援助し
ています。

毎朝の掃除、洗濯、家事全般は、利用
者と職員とで役割分担しながら一緒に
行います。最後のモップ、雑巾洗いも
利用者がやって下さいます。『皆でや
ると早いし綺麗になってさっぱりした
気分になるね』とは利用者の言葉で
す。

馴染みの方が訪問されたら気兼ねなく
くつろげる場所等の配慮をしていま
す。長年信仰されていた仲間の方が関
係が途切れないように週１回顔を見せ
て下さる。その思いを大事にしその日
の本人の様子から間に入ったり等の支
援を心がけています。

ホームこそ馴染みの場所として、それ
ぞれの”生きがい”を支えあいユーモ
アのある会話で笑い声が響いていま
す。外食で、レストランや牧場へ行く
時は、互いに車いすを押したり、手を
添えて優しさに触れあっています。毎
年市民音楽祭にも参加してます。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

気の合う方或いは、話しが合う方達の
席が近くなるように配慮してます。場
がもてない様子の利用者に対しては、
仲間に入りやすいような雰囲気を職員
同士で作っています。また共通の話題
で全員が会話に参加出来るように配慮
してます。

何気ない会話の中に、本人の思いをキャッ
チするよう努めています。誕生月に新鮮な
魚が食べたとの希望から同じ誕生月と翌月
の方にも声をかけ職員２名利用者５名で電
車と徒歩で行ったりと希望に添える援助を
してます。家族とどこかに行きたいとの希
望があれば援助できる体制になってます。

会話の中で思いを拾い個人記録に記載
しています。市の広報紙より、座間の
プロムナードコンサートへ応募し鑑賞
したことで”その感激よ再び”と今年
も応募しています。七夕や正月の手作
りの絵馬に思いを書き、「～に行きた
い」と要望があると実行してます。

病気の悪化から利用継続が難しくなっ
た利用者に対して相談、情報提供をす
ることで移行がスムーズに運ぶことが
できました。住まいが変わった方の所
に仲の良かった利用者と一緒に何回か
面会に行ったりしてます。

日々の様子、変化、本人が発する言葉
等等個人記録に記録することで現状を
把握し職員間で共有しそれを介護サー
ビスに活かしています。

利用開始時、本人、家族そして担当の
介護支援専門員から、今までの経過等
の細かい部分までの情報収集しその内
容を職員間で共有することで新しい生
活にスムーズに入れるようにしていま
す。

株式会社フィールズ



グループホーム　えがお

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

身体機能等の変化に応じて、より本人
の現状に添った対応であるか意見交換
しながら対応法を検討し介護計画書の
見直しを行っています。

個人記録から解決すべき問題点、対応
の仕方等等が見えてくる。それを月１
回のミィーテング時に意見交換しなが
ら介護計画に反映しています。

チームワークで、困難事例を乗り越え
た経験を共有し、ケアカンファレンス
を行っています。利用者の楽しみを大
切にしてアセスメント・個人記録など
でモニタリングをして、ケア目標や
ケース目標を検討して介護計画を作成
しています。

毎月市の広報紙等から、参加したいも
のの意見を聞き可能な限り支援してい
ます。失語症の会を紹介したことで入
会され楽しみが増えたと現在月１回の
その日が待ち遠しい様子です。１０月
には、失語症の会のバス旅行に参加す
ることができました。

定期通院は、家族に依頼してるが緊急
時等は、家族に確認しながら受診、送
迎等の支援を行っています。市の広報
紙（コンサート）を見た利用者が、行
きたいとの希望を受け支援したりして
います。

月２回往診を依頼しています。其の中
で必要に応じて専門機関等への受診へ
繋げる等の適切な医療が受けれる体制
となっています。

殆どの利用者が認知症・内科専門の訪
問医療医に受診しています。専門外の
医療機関やかかりつけ医の受診、急変
に対応できる２４時間体制など、複数
の医療機関との連携も整えられていま
す。週に一度は歯科往診や訪問看護師
による健康管理も行っています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

日々の生活の中で、身体機能の変化等
を記録し往診時に報告することで早い
処置が受けれる体制になっています。
認知症の進行状態を報告することで看
護師からの指導を受けることができま
した。

身体機能の重度化してきている場合、
随時家族に報告、或いは実際にホーム
に来て頂いて本人の様子を確認しても
らい今後の対応について話し合ってい
ます。その内容は、全職員に報告し共
有しています。

入居時に階段の上り下り、食事が口か
ら摂れなくなった場合は、他の専門施
設を紹介するとしています。入居を少
しでも長く存続してもらう為に、その
都度、ホームで出来得る支援や最良の
方法を双方で話し合い、意向を確認し
た上での支援に取り組んでいます。

脳梗塞で入院された際にえがおでの様
子、排泄状況などの情報を伝え状況が
許す限りえがおと同じような援助をお
願いをしました。また帰れる条件など
を双方で確認しあい早い退院に向けて
の協力をしています。

利用者が避難できることを身につける
方法として年３回（８，１１，２月）
に消防避難訓練を実施しています。実
施後は、課題点を話し合い『報告書』
にまとめ次回に活かしています。緊急
連絡網の中に近所の方も載せていま
す。火災報知機、自動通報装置も設置
しています。

年に３回、夜間を想定して、一人の職
員が全員無事に避難誘導できる訓練を
しています。訓練実施報告書が作成さ
れており、利用者の様子や職員の反
省、利用者からの意見や今後の対策の
検討も記録されています。

備蓄の配置や賞味期限などの
チェックリストが、誰でも確
認しやすいところに設置する
ことや、訓練後の反省や課題
を次回に反映できる仕組みを
整えていくことも期待されま
す。

事故或いは急病が発生した場合につい
てのマニュアルを作成し対応の確認が
出来るようにしています。消防署から
講師を依頼して応急手当の指導を受講
しています。（年に１回恒例）
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

普段から会話が出来る空間を大事にし
ています。お茶等を飲みながらの何気
ない会話の中から本人の想い、不満等
をキャッチするようにしています。行
動に入る前に説明し納得して頂いてか
ら行動に移しています。

一人一人の訴え、発する言葉に耳を傾
け共感し思いを受け止める対応をして
います。発する言葉から本人の状況を
判断し其の方に添った援助、声賭けす
ることで自己決定につながるように
関っています。

利用者の表情や様子から、本人のそば
に寄り、さりげない言葉掛けをしなが
ら対応しています。また、日ごろの何
気ない会話や行動でも誇りやプライバ
シーに配慮して利用者の意向を汲み
取っています。

一人一人の好みを観察し理解しており
其の方に添った支援をしています。馴
染み理容店では、髪の長さなどの自分
の意見が言えるように支援していま
す。外出時のお洒落着の用意の支援を
しています。

毎朝のコーヒータイム時に当日の予定
を伝えます。其の中で何に参加したい
か希望を聞く対応をしています。また
一人一人の体調、言動を観察し其の方
に添ったペースを大切にした対応をし
ています。

食事の時間は、一番大事であると捉え
ています。３度の食事は勿論、おやつ
時も全員が揃うまで待ち、一緒に頂い
ています。野菜を切ったり盛り付け等
とそれぞれに出来る事に参加できる場
面を支援してます。

食事やおやつの時は、職員も一同に会
して利用者の「いただきます」の言葉
から一緒に食しています。テレビはつ
けず、会話をしながらの和やかな時を
過ごしています。利用者の希望に沿う
ようファーストフードや和食レストラ
ンなどへも出かけています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

食事摂取量にばらつきのある方は、毎
食の摂取量を記録しその記録から原因
をさぐる等の分析をしています。小食
の方には、小さな茶碗を用意する等た
べやすい工夫をしています。また尿量
が少ない場合は、水分量をチェックし
摂れ工夫（ポカリ，砂糖湯）をしてま
す。

排泄チェック表に記録し、パターンを
把握することで援助をしています。誘
導時は『手を洗いに行きましょう』と
か『手伝って下さい』等の声賭けをし
本人のプライドを大事にした関りをし
ています。

基本的に、トイレ使用の介助支援を
行っています。夜間の排泄が困難な利
用者には、パットとポータブルトイレ
の併用ですが、出来るだけパット使用
を減らす介助を行っています。

毎食後、歯磨き、口腔ケアの援助をし
ています。洗面所が分からない方、磨
く行為が理解できない方など一人一人
の能力に応じた支援をしています。週
１回の歯科医による口腔ケアを実施し
ています。

週５日の入浴日を設けており数名の方
が毎回入浴を楽しまれています。一人
一人のペースに合わせ『気持ち良かっ
た』と言って頂けるように気持ちよく
入浴ができるように心がけています。

単独での入浴と基本同性介助での入浴
で支援しています。問題ないと言われ
れば異性介助での入浴支援もしていま
す。着替えを一人で用意する人、介助
しながら用意する人など、利用者の好
む着替え一式を脱衣場に準備していま
す。

落ち着きがない、食欲がない、イライ
ラしてる、水分は摂れているか等等の
利用者の日々の様子を観察し記録をし
ています。毎日のラジオ体操と散歩、
風船バレー等等体が動くそして参加で
きる場面を作っています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

『薬服薬一覧表』の中に使用してる薬
の目的や副作用等を明記しておりいつ
でも確認できる体制になっています。
定期の受診時の変化、薬の変更等は、
日誌に記録し全職員に周知していま
す。

夜間不眠であった方、ＡＭ外出で疲れ
ていると思われる方等状況に応じて自
室に案内し休んで頂く援助をしていま
す。その際ゆっくり休めるようにカー
テンを閉め少し暗くするなどの工夫を
してます。まめな布団干し、リネン交
換で気持ちよく眠れるように支援して
ます。

其の日の希望を表現できる利用者は、
少ないが天気の良い日は、数名でもい
けるように援助してます。『外の空気
を吸うとご飯が美味しいね』とは、利
用者の言葉です。歩行が不安定な方
に、元気な利用者がさりげなく手を差
し伸べて下さるそんな光景に心が温か
くなります。

職員と、買い物や散歩に出掛けていま
す。近所の地場農産物販売所では、花
や野菜を買い、互いに話ながら手を添
える様子が見られます。興味や趣味な
どの遠出には、バスや電車を利用して
います。年間行事で外食や季節を楽し
む外出には、車を利用し全員で参加し
ています。

職員は利用者一人一人の出来る事探し
から始まりそこからそれぞれに役割を
担当してもらい、それを『役割担当
表』に記載することで利用者に確認し
てもらっています。役割があることで
生活に張りと自信を持っていただける
ような支援をしています。

毎月２千円の小遣いを預かり其の中で
歯磨き粉、湯のみ茶碗等の小物を必要
に応じて自分で好きなもを選んで購入
できるように支援しています。紅葉狩
り、お祭り時も、個人でお金を持ち好
きな物が買えるよう支援をしていま
す。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

家族からの電話は、状況が可能ならば
本人に代わり、話が出来る場面の設
定、利用者からの電話の希望に対して
は番号を押す等の援助をし話せる場面
を支援しています。暑中見舞い、年賀
状等書ける場面の支援もしています。

１階２階の共有空間（リビング）を編
み物をする方、塗り絵を塗る方、会話
を楽しむ方等々思い思いに過ごせる居
場所作りを工夫しています。

玄関等に季節の花を飾ったり季節に
添った図案を用意し塗り絵等を楽しみ
それをリビングの壁に貼ったりする事
で季節を感じてもらえる工夫をしてい
ます。外食、行事等の写真を貼りそれ
を見ながら話題も膨らんでいます。

リビングは、利用者の手作りの作品や
写真などが見やすい位置に展示されて
います。季節に合わせ、１月は、願い
事を書いた色紙で作った絵馬や、７月
の七夕には、短冊が飾られています。
明るいベランダに向けてコの字型に椅
子を配置し、顔を見ながら会話が出来
るように工夫されています。

段差のある所には、目立つ色のテーピ
ングで知らせたり手すりの設置と安全
性と本人の機能を大事にした関わりを
しています。危険箇所には柱等にクッ
ション性のある素材で保護していま
す。

自宅で使用していた寝具、箪笥、ソフ
ア等の持込寝る前は本を読む習慣の方
は本を持参、壁には家族との写真を
貼ったりと見慣れた物に囲まれたその
人らしい居室になっています。

これまでの暮らしで使用していた家具
や寝具、馴染みのものを持ち込み、安
心して過ごせる居室作りをしていま
す。毎年管理者から、利用者の個性や
特性がホームにはなくてはならない存
在であることを伝え、感謝状を一人ひ
とりに渡し飾ってあります。

株式会社フィールズ



事業所名  グループホームえがお

作成日：　平成　２８　年　　２　月　２９　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1

家族からのアンケート２、３から・・・えがお
での利用者の生活等の様子が伝わっていない。

ほとんど顔を見せない方に対しては、年に何回
かお便りを出していた。毎月顔を見せて下さる
方には、その都度様子を伝えていたが全員に行
き渡っていない事から、全員に報告できる場面
を作る。

年に１回、家族の都合のよい日を設定して、本
人の様子、介護計画の見直し、検討の機会を作
る。

１２ヶ月

2 3

運営推進会議の開催が少ない…何をやってよい
のか分からない。年２回、同列のホームと合同
開催してる。

運営推進会議とはから、原点に戻って勉強す
る。その中でやるべきことを確認しそれに向け
て計画的に進めていく。

運営推進会議についての専門的立場の方に参加
していただき方向性を決めていく。

１２ヶ月

3 13

備蓄の配置や、賞味期限のチェックリストがな
いので、何がどれ位あり、どれぐらい持つのか
わかりにくい。

必要物品を見直し、誰が見てわかるように配置
する。それを一覧表にまとめ賞味期限もいれる
ことで誰が見てもわかるようにする。

①必要物品の見直し、誰が見てもわかるように
配置する②チェックリストの作成…担当者　猪
瀬

６ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

平成27年度
目標達成計画


